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第３５回定期大会
満場一致で方針を確立！

役職 氏名 単組 新再

委員長 村上 貴史 日本貨物鉄道労働組合 再

副委員長 鈴木 雄三 日本フレートライナー労働組合 再

大津 高志 京葉臨海鉄道労働組合 再

西向 範幸 日本運輸倉庫労働組合 再

尾崎 武 仙台臨海鉄道労働組合 再

近藤 拓 ジェイアール貨物・北海道物流労働組合 再

安田 大輔 東北ロジスティクス労働組合 再

長谷川雅和 北関東ロジスティクス労働組合 再

木村 誉 南関東ロジスティクス労働組合 再

内山 敬之 山陽ロジスティクス労働組合 再

小野 勝弘 九州ロジスティクス労働組合 再

西本 典充 日本貨物鉄道労働組合 再

事務局長 辻井 寛明 神奈川臨海鉄道労働組合 再

事務局次長 野田 優一 日本貨物鉄道労働組合 再

執行委員 鈴木 将之 日本フレートライナー労働組合 再

矢作 和也 神奈川臨海鉄道労働組合 再

折田 徹 京葉臨海鉄道労働組合 新

若林 健太 日本運輸倉庫労働組合 再

中谷 守浩 中国ロジスティクス労働組合 再

根岸 大智 日本貨物鉄道労働組合 再

会計監査員 山本幸太朗 日本フレートライナー労働組合 新

岩元 仁志 神奈川臨海鉄道労働組合 再

質疑・討論では１３名の代議員
から発言があり、各単組における
手当闘争の報告、レクリエーショ
ンの取り組み、業務委託費改善の
必要性、管理者からのパワハラ問
題、ロジ協での取り組み、安全問
題などが報告され、一年間の運動
方針を補強する発言されました。
提起された議案について承認を

受け、その後、新役員体制として、
新たに京葉労組より折田執行委員
と、ＦＬ労組より山本会計監査員
が選出されました。
大会終了後、１１階「藤楓」に

て、ＪＲ貨物グループ労使懇談会
が行なわれ、大会参加者に加え、
グループ会社役員など労使合わせ
て８０名が参加し、職場実態や経
営方針などの意見が交わされまし
た。

１１月２４日に川崎日航ホテル１２階「西中」において、第３５回定期大会
を開催しました。村上委員長は主催者挨拶で、グループ会社内の労働条件や職
場環境の改善を訴えた上、財政審分科会で「ＪＲ貨物が抜本的な改革が必要」
と指摘されたことについて苦言を呈し、ＪＲ総連を通じて議員懇談会所属議員
に働きかけを強めていくことを述べました。また来賓として、ＪＲ総連から山
口委員長、ＪＲ貨物会社から高橋経営統括本部長、JR貨物グループ企業会から
吉澤会長、また賛助団体より挨拶を頂きました。
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